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3.太田川の現状と課題 

3.1.治水に関する現状 

3.1.1 大臣管理区間の現状 

太田川水系においては、過去に発生した洪

水や高潮による被害をもとに計画を策定・

改定し、これらの計画に基づき、堤防や河

道の整備、太田川放水路や温井ダムの建設

等による治水対策を着実に進めてきました。 

しかし、河川整備基本方針に定めた治水

安全度を確保し、地域の安全・安心な暮ら

しを守るためには、現状の整備水準では万

全とは言えません。 

太田川水系河川整備基本方針では、基準

地点玖村において、基本高水のピーク流量

12,000m3/s のうち、4,000m3/s を洪水調節施

設により調節し、河道への配分流量を

8,000m3/s と定めています。 

現在、既設の温井ダムによる洪水調節機

能を有していますが、水系全体として洪水

調節機能が不足している状況です。 

また、太田川水系では、近年、観測史上

最大となる洪水及び高潮が発生しています。 

洪水に関しては、平成 17 年９月の台風第

14 号により、中流部を中心として、浸水家

屋 486 戸（家屋全壊：４戸、一部損壊：44

戸、床上浸水：284 戸、床下浸水：154 戸）

と甚大な被害が発生しました。 

この洪水は、流域平均２日雨量 240mm（基準地点玖村上流域）を記録し、矢

口第１地点において計画高水流量の約９割にあたる洪水のピーク流量約

7,200m3/s を記録しました。このとき、温井ダムにより最大約 180m3/s の洪水調

節を行うとともに、利水ダムによる貯留や中流部での氾濫があったため、これ

らを考慮すると、7,200m3/s 以上の洪水が発生していたものと考えられます。 

幸いにも、下流部では外水１)による浸水被害は発生しなかったものの、計画

高水位と同程度のピーク水位を記録し、市内派川の天満川観音
か ん お ん

地区では、河岸

高まで水位が迫り水防活動により浸水被害を防止しました。 

また、河道内の樹木の多くが倒伏し、一部は流失しました。さらに、太田川

と市内派川の洪水分派機能を持つ大芝水門・䬹園水門の分派点では、河川整備
 

１) 外水とは、堤防を境界として河川側に流れる水をいう。 

図 3.1.1 位置図 
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図 3.1.2 平成 17 年９月洪水の痕跡水位 
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基本方針で定めた計画高水流量 8,000m3/s 流下時の計画分派（太田川

4,500m3/s：市内派川 3,500m3/s）と比較し、太田川側に多めの洪水流量（太田

川 約 4,500m3/s：市内派川 約 2,800m3/s）が分派しました。 

中流部では、各所で計画高水位を上回る痕跡を記録するとともに、計画高水

流量と同程度の流量(約 6,000m3/s）を記録し甚大な家屋浸水被害が発生しまし

た。 

根谷川では、平成 26 年８月豪雨により、三入
み い り

雨量観測所（気象庁）で時間雨

量 101mm、累計雨量 257.5mm の降雨を観測し、新川橋水位観測所で観測史上最

高水位（3.53m）を記録しました。また、流量も観測史上最大となる約 610m3/s

を記録しました。これにより、浸水家屋 352 戸の甚大な被害が発生しました。 

三篠川では、平成 30 年７月豪雨により、流域の２日雨量としては観測開始以

降最大の 405mm となり、中深川水位観測所で、計画高水位（5.24m）に迫る観測

史上最高水位（5.02m）を記録しました。また、流量も観測史上最大となる約

1,600m3/s を記録しました。これにより、浸水家屋 787 戸の甚大な被害１)が発生

しました。 

高潮に関しては、ゼロメートル地帯である下流デルタ域において、平成３年、

11 年、16 年と度々高潮が発生し、甚大な高潮被害に見舞われました。 

平成３年９月(台風第 19 号)による高潮では、広島中心市街地において浸水家

屋 2,529 戸(床上浸水：575 戸、床下浸水：1,954 戸)と甚大な被害が発生しまし

た。この高潮では、観測史上２番目となる最高潮位 T.P.+2.91m を記録しました。 

平成 16 年９月（台風第 18 号）では、平成３年９月の高潮を上回る、観測史

上最高の潮位（T.P.+2.96 m）を記録しましたが、再度災害防止のために実施さ

れた高潮堤防整備の効果もあり、その被害は平成３年９月高潮と比較し大きく

軽減されました。 

また、気候変動の影響により、激甚化・頻発化する水災害を踏まえ、流域の

あらゆる関係者が協働し、ハード・ソフト一体で総合的・多層的な治水対策と

して「流域治水」に取り組む必要があります。 

また、太田川の大臣管理区間に築造された堤防は、主に昭和初期より順次整

備されてきたもので、築堤年代が古く、多くの区間で堤防の内部構造が不明確

な部分も多いため、平成 15 年度より堤防の浸透に対する安全性照査を実施し、

必要な安全性が確保できていない区間において、浸透対策を実施しています。 

平成 23 年３月 11 日には、東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）が発生し、

日本の地震観測史上最大となるマグニチュード 9.2、宮城県栗原市では震度７

を観測するとともに、巨大な津波が発生し、各地の河口周辺の河川管理施設を

はじめとする公共土木施設に甚大な被害を与えました。 

この中には堤防機能を失するような大規模な被災もあり、基礎地盤の液状化、

堤体の液状化による被災が多数発生しています。 
 

１) 平成 30 年７月豪雨における浸水被害状況は速報値。  
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「南海トラフの巨大地震モデル検討会」においては、太田川流域に大きな影

響をおよぼす可能性のある太平洋側のプレート境界型地震は、東海・東南海・

南海地震であり、今世紀前半に発生する可能性が高いと指摘されています。 

下流デルタ域はゼロメートル地帯となっており、地震発生時の地盤の液状化

による堤防の沈下に伴い、比較的発生頻度が高い津波（概ね数十年から百数十

年に 1 回程度の頻度で発生する津波）による災害の発生のおそれがあるため、

想定される最大クラスの地震動（レベル２地震動１)）に対する堤防の耐震対策

を実施しています。 

 

3.1.2 近年の豪雨で明らかとなった課題 

これまで、国土交通省では、平成 27 年９月関東・東北豪雨による鬼怒川の堤

防決壊で、逃げ遅れによる多数の孤立者が発生したことを受け、河川管理者を

はじめとする行政や住民等の各主体が「施設の能力には限界があり、施設では

防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を改革し、社会全体で洪水

氾濫に備える「水防災意識社会」を再構築する取組を進めてきました。 

平成 28 年８月には北海道や東北地方を相次いで台風が襲い、東北地方の県管

理河川の氾濫被害で要配慮者利用施設において逃げ遅れによる犠牲が発生した

ことを受け、平成 29 年５月に水防法等を改正し、河川管理者・都道府県・市町

村等で構成し減災に向けた目標の共有や対策の推進に取り組む協議会制度を法

定化等するとともに、同年６月には概ね５年間で実施する各種取組の方向性や

進め方等を「『水防災意識社会』の再構築に向けた緊急行動計画」（以下、「緊急

行動計画」という。）としてとりまとめ、都道府県が管理する中小河川も含めた

全国の河川における「水防災意識社会」を再構築する取組を加速させました。 

具体的には、太田川水系の大臣管理区間では、「水防災意識社会再構築ビジョ

ン」を踏まえ、沿川の広島市、安芸太田町、府中町はもとより、広島県、広島

地方気象台、中国地方整備局で構成される「太田川水系大規模氾濫時の減災対

策協議会」２)（以下、「減災対策協議会」という。）を平成 28 年６月に設立しま

した。 

減災対策協議会では、施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大

洪水は必ず発生するものという視点に立ち、過去の災害の教訓から課題を抽出

し、平成 28 年 11 月に地域の取組方針として定め、その取組方針では概ね５か

年の防災・減災対策の目標を『太田川水系河川整備計画に位置づけられる事業

の早期完成に向け事業推進を図りつつ、大規模水害に対し、地域別の氾濫特性
 

１) レベル２地震動とは、対象地点において現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震

動をいう。  
２) 国土交通省では「水防災意識社会再構築ビジョン」として、すべての直轄河川とその氾濫により浸

水のおそれのある市町村において、水防災意識社会を再構築する協議会を新たに設置して減災のため

の目標を共有し、令和２年度を目処にハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進することとしてい

る。太田川水系大臣管理区間では、この方針を踏まえ、地域住民の安全・安心を担う沿川の１市２町(広

島市、安芸太田町、府中町)、広島県、広島地方気象台、中国地方整備局で構成される「太田川水系大

規模氾濫時の減災対策協議会」を平成 28 年６月１日に設立し、水防法改正に伴い、平成 30 年３月 29

日に法定化された。 
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を踏まえたハード・ソフト対策を推進し、「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最

小化」を目指す。』と定めました。 

このような中、平成 30 年７月豪雨や平成 30 年台風第 21 号等では、これまで

に整備した堤防、ダム、砂防堰堤、防潮水門等が確実に効果を発揮し被害を防

止・軽減した一方で、長時間にわたる大雨による水害・土砂災害の複合的な発

生や、社会経済活動に影響を及ぼす広域的な被害の発生、ハザードマップ等の

リスク情報が住民の避難につながっていない等の課題が明らかとなりました。 

また、平成 30 年７月豪雨では、高梁川
た か は し が わ

の背水影響（バックウォーター現象１)）

等により小田川
お だ が わ

の水位が上昇し、小田川及びその支川で８ヶ所の堤防が決壊し

ました。これにより倉敷市
く ら し き し

真備町
ま び ち ょ う

では、2,000 名を超える「逃げ遅れ」が発生

するとともに、甚大な人的被害及び社会経済被害が発生しました。 

こうした中、令和２年７月には、社会資本整備審議会の答申『気候変動を踏

まえた水災害対策のあり方～あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流

域治水」への転換～』がとりまとめられました。この答申では、近年の水災害

による甚大な被害を受けて、施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、

社会全体で洪水に備える水防災意識社会の再構築を一歩進め、気候変動の影響

や社会状況の変化などを踏まえ、あらゆる関係機関が協働して流域全体で行う、

「流域治水」への転換を推進し、防災・減災が主流となる社会を目指すことが

示されました。 

この答申に基づき、 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、治水計

画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、河川、下

水道、砂防、海岸等の管理者が主体となって行う治水対策に加え、集水域と河

川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その流域の関係者

全員が協働して、①氾濫をできるだけ防ぐ対策、②被害対象を減少させるため

の対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策を総合的かつ多層的に取

り組む必要があります。 

 

 

 

 

 
 

１) 本川と支川の水位が高い時間が重なって、支川の洪水が流れにくくなる現象。 
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3.1.3 気候変動の影響による課題 

近年、我が国においては、時間雨量 50mm を超える短時間強雨や総雨量が数

100mm から 1,000mm を超えるような大雨が発生し、全国各地で毎年のように甚

大な水害が発生しています。 

今後さらに、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、大雨や短時間強雨

の発生頻度、大雨による降水量などが増大することが予想されています。国

土交通省が設置した気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会の「気候

変動を踏まえた治水計画のあり方 提言（令和元年 10 月策定、令和３年４月

改訂）」では、産業革命以前と比べて気温が２度上昇した場合、降雨量が 1.1 

倍、河川の流量が 1.2 倍、洪水の発生頻度が２倍になると試算されています。

また、気象庁によると、平成 30 年７月豪雨や令和元年東日本台風、令和２

年７月豪雨では、近年の気温上昇の影響により降雨量が増加しているとの報

告がなされており、すでに気候変動による影響が顕在化しています。また、

令和元年東日本台風では、堤防決壊、越水により広域的に人命や家屋、社会

経済に甚大な被害をもたらしました。 

このように、施設の能力を上回る外力（災害の原因となる豪雨、洪水、高

潮等の自然現象）による水災害が発生する懸念が高まっているため、気候変

動に伴う水災害の頻発化・激甚化など、様々な事象を想定し、対策を進めて

いくことが必要となっています。 

現在、「気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会」において、気候変動

に伴う降雨量の増加や海面水位の上昇、人口減少や超高齢化社会の到来、社

会構造の変化等を踏まえ、低い水準にある治水安全度の速やかな向上や、予

測される将来の降雨量等を反映した治水対策への転換に加えて、災害リスク

を勘案したコンパクトなまちづくり等の取組とも連携し、流域全体で備える

水災害対策に関し、今後の取組方針について検討が進められています。 

また、法的枠組により「流域治水」の実効性を高め、強力に推進するため、

流域治水の計画・体制の強化等について規定する「特定都市河川浸水被害対

策法等の一部を改正する法律」（令和 3 年法律第 31 号。通称「流域治水関

連法」）が整備され、令和 3 年 11 月 1 日に全面施行されました。 
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※折れ線は５年移動平均、直線は期間にわたる変化傾向を示す。 

     出典：気候変動監視レポート 2021 令和 4 年３月気象庁  

図 3.1.3 日本における近年の降雨の状況 

時間雨量 50mm を超える短時間強雨の発生件数が増加（約 30 年前の約 1.44 倍） 

日降水量 1.0mm 以上の年間日数は 100 年間で約 9.3％減少 

出典：「気象庁ウェブサイト」より作成 

日降水量 1.0mm 以上の年間日数の経年変化[51 地点平均] 
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3.1.4 大臣管理区間の課題 

太田川水系のブロック別の課題は後述のとおりですが、水系全体としての

治水上の主な課題は、以下のとおりです。 
 

① 洪水に対する防御能力の不足 

現状の治水施設では、河道の流下能力の不足(堤防整備・河道掘削等の未

実施)及び洪水調節機能の不足により、河川整備基本方針で定める計画規模の

洪水の発生に対して、地域の安全・安心な暮らしを守ることができません。 

また、本川・支川とも観測史上最大の洪水等が再び発生した場合には、再

び浸水被害が発生する箇所があります。 

さらに将来の気候変動の影響による降雨量の増大等に伴う水害リスクの

増大が懸念されます。 

 
② 高潮に対する防御能力の不足 

平成３年９月の高潮を契機に再度災害防止対策により高潮堤防の整備を

進め、再度災害防止を目的とした堤防高 T.P.+3.4m までの整備が完了してい

ますが、計画規模の高潮の発生に対して、地域の安全・安心な暮らしを守る

ことができません。 

また、将来の気候変動による海面上昇により、高潮の規模が増大する可能

性が考えられます。 

 
③ 洪水分派機能の不足 

太田川と市内派川の洪水分派を制御する大芝水門及び䬹園水門は、過去の

治水計画に基づき洪水を分派させるよう整備されており、観測史上最大の平

成 17 年９月洪水の分派特性を考慮すると、現況施設では計画高水流量

8,000m3/s 流下時に計画分派 (太田川 4,500m3/s：市内派川 3,500m3/s）どお

りに分派させることができないことが懸念されます。 

また、完成から 50 年以上が経過し、機械設備をはじめとして老朽化が進

んでいるほか、大規模地震(レベル２地震動)発生時には、施設の損傷により

分派機能に支障をきたすことが予測され、広島中心市街地に甚大な被害が発

生するおそれがあります。 
 

④ 堤防の浸透及び地震に対する安全性の不足 

河川堤防の浸透対策が未対策の箇所は、堤防内や基盤に水の通り道が形成

され、堤防材料が洗い流されることで水の通り道がさらに拡大し、堤防の崩

壊につながるおそれがあります。 

また、地震対策が未対策の下流デルタ域では地震により地盤の液状化現象

等が発生した場合、高潮堤防の沈下やすべり破壊が生じるおそれがあります。 
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広島市街地はゼロメートル地帯で朔望平均満潮位（約 T.P.+1.9m）より地

盤高が低いため、地震発生時の地盤の液状化による堤防の沈下に伴い、比較

的発生頻度が高い津波による災害の発生のおそれがあります。 
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トピック：平成 17 年９月洪水の概況 
 

【気象の概要】 

平成 17 年９月３日から７日にかけ、秋雨前線

と台風第 14 号は、広島県西部を中心に大雨や高

潮をもたらしました。台風第 14 号は、大型で強

い勢力を保ったまま、６日 14 時過ぎ長崎県諌早

市付近に上陸しました。その後、九州北部を北

北東に進み、20 時頃北九州市付近から日本海に

抜け、７日０時頃島根県浜田市の西の海上を北

東に進みました。 

台風の接近に伴い、６日夜遅くからの満潮時 

を中心に潮位が高くなり、広島港では T.P.+2.63m に達しました。 

 

【降雨の状況】 

 台風第 14 号による総雨量は、太田川流域平均で 300mm を超え、安芸太田町加計雨量

観測所をはじめ６観測所において、観測史上最大となる日雨量を記録しました。 

 平成 17 年９月洪水同様に太田川の中流部に大きな被害をもたらした昭和 47 年７月

豪雨に比べ降雨量の大きな範囲が流域の南西側に偏っており、短時間に集中して降っ

たことが降雨の特徴です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風経路図 

（出典：気象庁） 
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昭和 47 年７月豪雨の累加等雨量線図 

図3.1.4 台風第14号の台風経路図 

図 3.1.5 等雨量線図 

図 3.1.6 矢口第１地点流域平均雨量ハイエトグラフ 

平成 17 年９月洪水の累加等雨量線図 
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【河川水位の状況】 

太田川上流域に短時間に集中して降雨があったため、中流部の広島市安佐北区の飯

室水位・流量観測所では、９時間で約 8.5m もの急激な水位上昇を記録しました。また、

下流部の広島市安佐北区の矢口第１地点でも、７時間で約 6.7m の水位上昇を記録しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、本川下流部を中心に流域内の８つの水位観測所において、観測史上最高の

水位を更新しました。また、主に中流部で計画高水位を越える痕跡を記録しました。 

表 3.1.1 観測所の水位一覧表 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川名 観測所名 
計画高水位 

（T.P.+ m） 

H17.9 洪水の

最高水位 

（T.P.+ m） 

既往最高水位 

（T.P.+ m） 

計画高水位と

H17.9 洪水の最

高水位との差 

太田川 飯室 57.75 56.94 55.88 0.81 

中野 23.40 22.61 21.63 0.79 

玖村 17.37 16.59 16.57 0.78 

矢口第１ 13.22 12.56 11.17 0.66 

長和久 7.58 6.37 5.07 1.21 

嚅園大橋 7.13 6.11 5.93 1.02 

三篠川 上庄 21.37 19.62 19.06 1.75 

古川 古川 9.20 8.40 7.50 0.80 

祇園大橋祇園大橋祇園大橋祇園大橋祇園大橋祇園大橋祇園大橋祇園大橋嚅園大橋

玖村玖村玖村玖村玖村玖村玖村玖村玖村

古川古川古川古川古川古川古川古川古川

飯室飯室飯室飯室飯室飯室飯室飯室飯室

中野中野中野中野中野中野中野中野中野

上庄上庄上庄上庄上庄上庄上庄上庄上庄
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図 3.1.7 飯室水位・流量観測所及び矢口第１水位・流量観測所の水位 

太田川矢口第１地点 

豪雨 豪雨 

図 3.1.8 中流部における痕跡水位 
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【被災の状況】 

 中流部を中心として、浸水面積 130ha、浸水家屋 486 戸（家屋全壊：４戸、一部損壊：44 戸、

床上浸水：284 戸、床下浸水：154 戸）となり、広島市安佐北区安佐町久地地先では、洪水時

のピーク水位が家屋の軒下までくるなど、甚大な被害となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【河道及び河川管理施設の状況】 

太田川においては、下流部において複断面河道の内岸砂州側に洪水の主流が流れ、

砂州の洗掘により砂州上の樹木群が大規模に倒伏するとともに、河川敷の洗掘等が発

生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、太田川と市内派川の分派量については、計画分派を上回る洪水流量が太田川

へ流下しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災痕跡水位 

（広島市安佐北区安佐町久地地先） 

図 3.1.10 平成 17 年９月洪水の被害状況 
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浸水家屋数：42 棟 
   ：浸水区域 
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22.0k～23.3K 筒瀬川合流点上流付近 

（広島市安佐北区可部町今井田地先） 

（広島市安佐北区安佐町筒瀬地先） 

 

30.4k～30.8K 鈴張川合流点付近 

（広島市安佐北区安佐町飯室地先） 

図 3.1.12 平成 17 年９月洪水時の大芝水門、嚅園水門の状況 

大芝水門 嚅園水門 

図 3.1.11 太田川下流部 9.0k 付近の樹木倒伏状況 

樹木倒伏箇所 

出水後平成 18 年撮影 出水前平成 12 年撮影 
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中流部では、35 箇所において護岸の決壊や根固め流失など河川管理施設にも大きな

被害が発生しました。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

山県郡安芸太田町大字上殿地先 山県郡安芸太田町大字加計地先 広島市安佐北区安佐町大字飯室地先 

図 3.1.13 平成 17 年９月洪水の河川管理施設の被害状況 
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トピック：平成 26 年８月豪雨の概況 

【気象と土砂災害の概要】 

日本海に停滞する前線に向かって、南から暖かく

湿った空気が流れ込んだ影響で、19 日夜から 20 日

明け方にかけて、広島市を中心に猛烈な雨となりま

した。広島市安佐南区から安佐北区では、20 日１時

～４時の３時間に 300mm 近い雨量となり、積算雨量

の大きい領域に、土石流やがけ崩れ等の土砂災害が

発生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【根谷川の被災の状況】 

 根谷川では、新川橋地点において氾濫危険水位

（2.5m）を約１m 上回る観測史上最大の洪水が発生し

ました。この洪水に伴い、安佐北区可部地区や可部東

地区で外水氾濫や内水によって家屋等が浸水したほか、

根谷川右岸 4k200 付近（安佐北区可部地区）の河岸が

約 100m にわたって侵食される被害が発生しました。 

 

 
 
 
 
 

図 3.1.14 ８月 20 日３時の天気図 

図 3.1.15 雨量レーダ画像(国土交通省 C バンドレーダ雨量) 

図 3.1.16 平成 26 年８月豪雨の被害状況 

図 3.1.18 安佐北区可部東地区
の被害状況 

表 3.1.2 根谷川流域の浸水面積及び浸水戸数 

図 3.1.17 安佐北区可部地区の
被害状況 

（出典：国土地理院） 

床下浸水戸数 床上浸水戸数

37 352 242 110

浸水戸数
浸水面積

(ha)
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トピック：平成 30 年７月豪雨の概況 

【気象の概要】 

７月５日(木)から本州付近に停滞する梅雨前線

の活動が活発になり、中国地方では降り始めからの

総雨量が 450 ㎜を超え、昭和 47 年７月豪雨以来の

記録的な豪雨となりました。特に、長時間の降水量

について全国の多くの観測地点で観測史上１位を

更新し、24 時間降水量は 76 地点、48 時間降水量は

124 地点、72 時間降水量は 122 地点で観測史上１位

を更新し、広範囲で河川氾濫、土石流やがけ崩れ等

の土砂災害が発生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三篠川の被災の状況】 

 三篠川では、中深川地点において、氾濫危険水位

（3.3m）を約 1.7m 上回り、計画高水位（5.24m）に迫

る観測史上最大の洪水が発生しました。この洪水に伴

い、三篠川沿川では、越水・溢水及び内水により家屋

等の浸水被害が発生したほか、鳥声橋の流失(大臣管理

区間)、JR芸備線の第一三篠川橋梁の流失(県管理区間)

及び堤防の欠損などの被害が発生しました。 

 
 

 
 
 

※広島地方気象台提供

広島 広島 広島 広島 広島 広島

図 3.1.19 ７月６日６時の天気図 

図 3.1.20 雨量レーダ画像(広島地方気象台) 

図 3.1.21 平成 30 年７月豪雨の被害状況 

表 3.1.3 三篠川(大臣管理区間)の浸水面積及び浸水戸数 

広島県安芸郡坂町 岡山県倉敷市真備町 広島県広島市 

三篠川 

三篠川 

図 3.1.22 鳥声橋の流失 

図 3.1.23 三篠川右岸 
3k000 付近の溢水 

床下浸水戸数 床上浸水戸数

57 444 249 195

浸水面積
(ha)

浸水戸数

※広島県管理区間の家屋浸水被害は約 343 戸、浸水区域面積 110ha 

※数値は速報値 
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3.1.5 下流デルタ域（太田川・市内派川） 

(1)氾濫域の特性 

河口から太田川と市内派川との分派地点までの下流デルタ域は、沖積層から

なる軟弱な地盤上に典型的なデルタ地形を形成し、江戸時代以降の干拓や埋立

によって開かれた低平地のゼロメートル地帯となっています。 
ここに、人口・資産等の都市機能が集中する中国・四国地方で最大の都市で

ある広島市の中心市街地が広がっており、洪水に対する被害ポテンシャルは非

常に高いことが特徴です。 
また、市内派川に囲まれる下流デルタ域の堤内地盤高は、朔望平均満潮位よ

りも低いゼロメートル地帯が広がるため、高潮に対しても非常に脆弱です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(2)現状と課題 

1)河道整備の状況 

下流デルタ域においては、観測史上最大の平

成 17 年９月洪水において、外水による氾濫被

害は無かったものの、市内派川天満川観音地区

において河岸高まで水位が迫り、水防活動の土

のう積みにより浸水被害を防止しました。 

平成 17 年９月洪水を超える規模の洪水が発

生した場合、堤防の高さや河道断面等が不足し

ているため、人口・資産等の集積した広島中心

市街地が浸水するおそれがあります。 

また、太田川と市内派川の洪水分派機能を持

つ大芝水門及び䬹園水門は、過去の治水計画に

基づき 6,000m3/s の洪水流量を対象とし、太田

川側に 4,000m3/s、市内派川側に 2,000m3/s を分

派させるように建設されています。 

平成 17 年９月洪水の分派状況等を考慮する

と、現況施設では計画高水流量 8,000m3/s を計

図 3.1.25 下流デルタ域の地盤高図 図 3.1.24 下流デルタ域対象区間 
(大臣管理区間) 

 

 

観音地区の土のう積み状況 

天満川 

現在の分派地点の状況 

西広島駅 

横川駅 

広島駅 

広島市役所 
広島県庁 

凡 例 
地盤高 

T.P.0.0m 以下 

T.P.0.0m～T.P.2.0m 

T.P.2.0m～T.P.4.0m 

T.P.4.0m 以上 

凡  例 

：大臣管理区間 
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画分派（太田川 4,500m3/s：市内派川 3,500m3/s）どおりに分派させることが

できず、洪水を安全に流下させることができないおそれがあります。 

また、下流デルタ域に架かる橋梁には、桁下高が不足しているものもあり、

洪水時には桁下に当たり、水位上昇を発生させることが懸念されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.26 流量配分図 
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 図 3.1.27 現状で計画規模の洪水が発生した場合に浸水するおそれがある範囲 

 「太田川水系太田川・天満川・旧太田川・元安川 浸水想定区域図」 
１．説明文 

（１） この図は、太田川水系太田川の洪水予報河川と天満川・旧太田川・元安川の水位周知河川について、水防法の

規定に基づき計画降雨により浸水が想定される区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。 

（２） この洪水浸水想定区域図は、公表時点の太田川・天満川・旧太田川・元安川の河道及び洪水調節施設の整備状

況を勘案して、洪水防御に関する計画の基本となる年超過確率（玖村地点上流域：１／２００（毎年１年間にそ

の規模を超える降雨が発生する確率が１／２００（０．５％））、可部地点上流域： １／１００（毎年、１年

間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１００（１．０％））の降雨に伴う洪水により太田川・天満

川・旧太田川・元安川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測したものです。 

（３） なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の（決壊による）氾濫、シミュレーションの前提とな

る降雨を超える規模の降雨による氾濫、雨水出水及び高潮による氾濫等を考慮していませんので、この浸水が想

定される区域以外の区域においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があり

ます。 

２．基本事項等 

（１）作成主体        国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所 

（２）公表年月日       令和２年３月３０日（太田川） 

               平成２９年４月１９日（天満川・旧太田川・元安川） 

（３）告示番号        国土交通省中国地方整備局告示第１７号（太田川） 

               国土交通省中国地方整備局告示第４５号（天満川・旧太田川・元安川） 

（４）根拠法令        水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 14 条第 2項 

（５）対象となる洪水予報河川 太田川水系太田川 

               左岸：山県郡安芸太田町宇野為１１３８番の２地先から海まで 

               右岸：山県郡安芸太田町宇野為１１３８番の２地先から海まで 

   対象となる水位周知河川 太田川水系天満川 

               左岸：旧太田川分派点から海まで 

               右岸：旧太田川分派点から海まで 

               太田川水系旧太田川 

               左岸：太田川分派点から海まで 

               右岸：太田川分派点から海まで 

               太田川水系元安川 

               左岸：旧太田川分派点から旧太田川の合流点まで 

               右岸：旧太田川分派点から旧太田川の合流点まで 

（６）算出の前提となる降雨  玖村地点上流域の２日間総雨量３９６ｍｍ 

               可部地点上流域の２日間総雨量３８７ｍｍ 

（７）関係市         広島市、安芸太田町 
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2)地震対策 

① 耐震対策 

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災：平成７年１月 17 日)では、淀川等

において地盤の液状化による堤防の沈下等、河川管理施設に甚大な被害が

発生しました。また、平成 23 年３月の東北地方太平洋沖地震においても、

地震及び津波により各地の河口周辺の河川管理施設に甚大な被害を与えま

した。 

太田川の下流デルタ域は、深さ約 30ｍにわたり軟弱な地盤を形成し、表

層の深さ約 10m は砂層となっており、軟弱な地盤の上に堤防等の河川管理

施設が作られています。 

さらに、下流デルタ域に形成される市街地は、低平地のいわゆるゼロメ

ートル地帯で、朔望平均満潮位よりも地盤高が低い状況にあります。 

このため、地震発生時の地盤の液状化による堤防の沈下に伴い、比較的

発生頻度が高い津波による災害の発生のおそれがあるため、想定される最

大クラスの地震動（レベル２地震動）に対する堤防の耐震対策を実施して

います。 
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図 3.1.28 下流デルタ域 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.29 下流デルタ域の横断図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.30 下流デルタ域の地質断面図（A-A’断面付近） 

 

計画高潮位：T.P.+4.40m 

朔望平均満潮位：約T.P.+1.9m 

朔望平均満潮位よりも低い地盤高 
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図 3.1.31 耐震対策の整備状況 

② 災害時迂回路の確保対策 

各河川の河口付近は埋立地が多く、軟弱な地盤上に高層ビルやマンショ

ンが建ち並んでいます。 
地震が発生した場合には地盤の液状化による地盤沈下や建物等の倒伏に

より交通網が遮断され緊急物資の輸送や緊急車両の通行に甚大な支障が出

ることが予測されます。 
そのため、被災時の速やかな救急救命活動や復興支援活動に支障をきた

す可能性があり、これまで救急救命活動や復興支援活動のための経路を確

保するため、緊急用河川敷道路の整備をしてきましたが、整備途上であり

十分にその機能を発揮できていません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3.1.32 緊急用河川敷道路の整備状況 

※令和５年３月末時点 

元安川左岸(1.4k～2.0k)

487

2

183

仁保
JCT

2

2

太田川右岸(‐1.6k～0.2k)

凡例

耐震対策未整備箇所

天満川右岸(‐0.4k～‐0.3k)

元安川右岸(1.4k～1.8k)

太田川左岸(‐3.6k～‐1.5k)

太田川右岸(‐3.4k～‐3.0k)
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3.1.6 下流部・支川古川 

(1)氾濫域の特性 

市内派川との分派地点から広島市安佐北区可

部町付近（三篠川・根谷川の合流点上流付近）ま

での下流部は、昭和 40 年代の高度経済成長期に

おける古川締切以降、広島市街地のベッドタウン

として急速に宅地化が進行しました。 

近年では郊外型商業施設の進出等により、人

口・資産等の集積がさらに進んでいます。 

堤防で囲まれた堤内地は一度氾濫が生じると、

その浸水深は深く、浸水範囲も広大です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.34 下流部航空写真 

 

図 3.1.33 下流部・古川対象
区間(大臣管理区間) 

凡  例 

：大臣管理区間 
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氾濫が生じた場合、浸水深が深く、浸

水範囲も広大 
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(2)現状と課題 

1)河道整備の状況 

下流部は、これまで幾度も浸水被害を受けてきました。平成 17 年９月洪

水では、温井ダム等による洪水調節による水位低減効果はあったものの、計

画高水位と同程度の水位を記録し、計画高水流量の約９割となる 7,200m3/s

の観測史上最大の流量を矢口第１地点で記録しました。 

現在の河道の整備状況では、平成 17 年９月洪水を超える規模の洪水が発

生した場合、堤防の高さや河道断面等が不足しているため、洪水を安全に流

下させることができない箇所があり、浸水被害が発生するおそれがあります。 

古川においては、現在の河道の整備状況では、観測史上最大の昭和 20 年

９月洪水（古川地点：450m3/s）を超える規模の洪水が発生した場合、堤防

の高さや河道断面等が不足しているため、洪水を安全に流下させることがで

きない箇所があります。 

また、古川に流入する安川周辺の宅地化も進んでおり、流入量の増加も懸

念され、古川流域で浸水被害が発生するおそれがあります。 
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2)堤防の浸透に対する安全性 

堤防は、長い年月をかけ現地で発生する様々な材料や工法により築造され

ているため、その内部構造や地質状況には不明確な点も多く安全性を確保で

きない場合があります。例えば水が浸透しやすい層があると、堤防内や基盤

に水の通り道が形成され、堤防材料が洗い流されることで水の通り道がさら

に拡大し、堤防の崩壊につながるおそれがあります。 

下流部では、堤防の詳細点検を平成 15 年度より実施しており、その結果、

安全性が不足しているため、浸透対策について実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.35 堤防の浸透に対する安全性の状況 
※注:色のない箇所は、居住地側が計画高水位より高い場合や山などで、調査の必要がない区間 

 

 

 

※令和５年３月末時点 

凡 例(浸透による堤防の安全性)
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太田川右岸(15.4k～16.1k)

太田川左岸(3.0k～3.5k)

古川右岸(1.9k～2.5k)

太田川左岸(15.3k～16.0k)
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3)内水氾濫被害 

太田川下流部においては、堤防整備の進捗とともに沿川の宅地開発による

市街化が進行しています。過去、内水氾濫被害が発生した地域では、排水ポ

ンプ場の整備が行われてきましたが、近年、内水氾濫による被害が再び発生

しています。 

矢口川合流点付近（広島市安佐北区口田地先）等では、平成 17 年、平成

22 年と家屋浸水を伴う内水氾濫被害が発生しました。 

これらの内水氾濫被害の発生状況等を踏まえ、平成 22 年７月に太田川流

域において発生した内水氾濫に対し今後の対応方策について検討すること

を目的とし、関係機関から構成される「平成 22 年７月梅雨前線豪雨内水対

策検討会」を平成 22 年８月に設立しました。 

内水氾濫による浸水被害の軽減を図るため、「矢口川総合内水対策計画」

を策定し、国土交通省により矢口川排水機場の増設を平成 30 年３月に完了

させましたが、平成 30 年７月豪雨を受け、排水機場の設備強化や、矢口川

改修、流出土砂抑制等を関係機関と連携して取り組んでいます。 
 

表 3.1.4 太田川における主要な内水氾濫被害の一覧 

洪水発生年月(発生原因) 被 害 状 況 

昭和 47 年７月(昭和 47 年７月豪雨) 
・矢口川流域 
  浸水面積：約 2ha 

平成 17 年９月(台風第 14 号) 
・矢口川流域 
  浸水面積：約 3ha 

平成 22 年７月(梅雨前線) 
・矢口川流域 
  浸水面積：約 4ha 

平成 30 年７月(平成 30 年７月豪雨) ・矢口川流域 
  浸水面積：約 9ha 
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3.1.7 中流部 

(1)氾濫域の特性 

広島市安佐北区可部町付近から安芸太田町戸河内
と ご う ち

本郷
ほ ん ご う

付近（柴木川合流点

付近）までの中流部には、屈曲を繰り返す太田川と背後の山との間にある狭

小な土地に集落が点在し、人口・資産等は安芸太田町加計
か け

の中心市街地と戸

河内の中心市街地周辺に集中しています。 

中流部は、河床勾配も急で洪水時の水位上昇も早く、集落の背後には山が

迫っており、大規模な洪水時には河道のみならず太田川沿いにある道路や川

沿いの低い土地にある田畑で氾濫しながら流下する状況です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.36 中流部対象区間(大臣管理区間) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.37 中流部の屈曲の様子 
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(2)現状と課題 

1)河道整備の状況 

中流部においては堤防の無い箇所も多く、現在の河道の整備状況では溢

水・越水により多くの家屋浸水が発生するおそれがあります。 

また、地形的特徴から洪水時には避難路となる道路等が冠水し、地域住民

の方々が安全に避難することが困難となり、川沿いに点在する集落が孤立化

するおそれがあります。 

このため、地形的な制約がある中で、背後地の土地利用状況を踏まえた効

率的かつ効果的な治水対策が必要です。 

観測史上最大の平成 17 年９月洪水（飯室地点：約 6,100m3/s）により床上

浸水被害が発生した 18 地区において、床上浸水対策特別緊急事業を実施し、

床上浸水被害の防止を図っていますが、依然として平成 17 年９月洪水に対

して流下能力が不足する箇所があるため、さらなる治水対策が必要です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.8 支川三篠川 

(1)氾濫域の特性 

太田川合流点から安佐北区狩留家
か る が

柳瀬
や な せ

付近まで

の三篠川は、深川
ふ か わ

橋
ば し

付近（0k700 付近）まで太田

川の背水１)影響を受け、また、可部の市街地が近

い下流区間に人口・資産が集中しています。 

これより上流の河床は急勾配で、集落の背後に

は山が迫っており、堤防に囲まれた堤内地は、一

度氾濫が生じると浸水深は深く、被害は甚大です。 
 
 

 
１) 背水とは、本川の高い水位の影響が支川に及び、支川の流水が流れ難くなり、水位が上昇すること。 

 

図 3.1.38 河川整備実施箇所（広島市安佐北区中組
な か ぐ み

地区） 

図 3.1.39 三篠川対象区間 
(大臣管理区間) 

凡  例 

：大臣管理区間 

事業実施前 事業実施後 
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(2)現状と課題 

1)河道整備の状況 

三篠川は、昭和 40 年６月洪水、昭和 47 年７月

豪雨等、幾度も浸水被害を受けてきました。 

これまで、昭和 40 年６月洪水を契機に、下深川

地区や中深川地区を中心に、堤防整備や河道掘削

による河川整備が行われました。しかし、平成 30

年７月豪雨において、三篠川中深川地点で観測史

上最大の流量を記録し、広島県管理区間も含め沿

川で甚大な浸水被害が発生しました。 

現在の河道の整備状況では、平成 30 年７月豪雨

（中深川地点：約 1,600m3/s）が再び発生した場合、

堤防の高さや河道断面等が不足しているため、洪

水を安全に流下させることができない箇所があり、

浸水被害が発生するおそれがあります。 

 

 
2)堤防の浸透に対する安全性 

三篠川においては、堤防の詳細点検の結果、安全性が不足しているため、

浸透対策について実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.41 堤防の浸透に対する安全性の状況（三篠川） 
※注:色のない箇所は、居住地側が計画高水位より高い場合や山などで、調査の必要がない区間 

 

図 3.1.40 平成 30年７月豪雨に
よる浸水区域 

１) 平成 30 年７月豪雨による浸水範囲は、内水を含む実績の浸水範囲である。 

１) 

※令和５年３月末時点 

.0km 1.0km 2.0km 3.0km 4.0km 5.0km 6.0km 7.0km

浸
透
対
策
の
整
備
延
長

実施済 未実施

0

堤防の浸透対策進捗状況図

進捗率 25%

（1.7/6.7km）

三篠川左岸(0.3k～0.4k)

三篠川右岸(0.6k～1.3k)

三篠川左岸(1.7k～4.3k)

三篠川左岸(0.9k～1.7k)

三篠川左岸(-0.1k～0.0k)

三篠川左岸(0.0k～0.3k) 三篠川左岸(0.4k～0.5k)

三篠川左岸(0.5k～0.6k)

三篠川左岸(0.6k～0.9k)

三篠川右岸(0.0k～0.6k)

三篠川右岸(1.6k～2.6k)

凡 例(浸透による堤防の安全性)

対策済区間

安全性照査基準未満
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3.1.9 支川根谷川 

(1)氾濫域の特性 

太田川合流点から南原川
な ば ら が わ

合流点までの根谷川は、丸田
ま る た

橋
ば し

付近（1k400 付近）まで太田川の背水影響を受け、こ

れより上流は河床勾配が急になります。また、右岸側

の堤内地には可部の市街地を抱え、人口・資産が集積

しています。堤防で囲まれた堤内地は一度氾濫が生じ

ると、その浸水深は深く、被害は甚大です。 

 
(2)現状と課題 

1)河道整備の状況 

根谷川においては、近年、平成 11 年から

平成 26年にかけて計画高水位を上回る水位

を５回も記録しています。 

特に、観測史上最大の洪水である平成 26

年８月豪雨（新川橋地点：約 610m3/s）では、

川幅や河道断面等が不足している 4.0km 付

近より上流部で、洪水が堤防を越え、家屋

浸水被害が発生しました。このため、平成

26 年８月豪雨規模の洪水に対する再度災害

防止を図るための河道整備が令和２年に完成しましたが、計画高水流量を

安全に流下させることができない箇所があります。 

 

図 3.1.42 根谷川対象区間 (大
臣管理区間) 

高松橋 

凡  例 

：大臣管理区間 

１) 平成 26 年８月豪雨による浸水範囲は、内水を含む実績の浸水範囲である。 

 

●管理区間終点

◎3K

4K◎

浸水想定区域

平成26年8月豪雨
浸水範囲

◎4K

１) 
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2)堤防の浸透に対する安全性 

根谷川においては、堤防の詳細点検の結果、安全性が不足しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.43 堤防の浸透に対する安全性の状況（根谷川） 
※注:色のない箇所は、居住地側が計画高水位より高い場合や山などで、調査の必要がない区間 

3.1.10 支川滝山川 

(1)氾濫域の特性 

太田川合流点から安芸太田町加計付近まで

の滝山川左岸側の堤内地には加計の中心市街

地を抱え、人口・資産が集積しています。また、

河床は急勾配で集落の背後には山が迫ってい

ます。 
 
 
 

(2)現状と課題 

1)河道整備の状況 

平成 14 年に加計の中心市街地から約５km 上流に温井ダムが完成しました。

滝山川においては、これまでの河川整備と温井ダムの洪水調節効果１）により、

観測史上最大洪水である昭和 63 年７月洪水（滝山川：480m3/s）を安全に流

下させることができます。 

 

 
１） ここでいう温井ダムの洪水調節効果とは、現在行っているゲート開度を一定にした操作で発揮され

る洪水調節効果のこと。 

図 3.1.44 滝山川対象区間 
   (大臣管理区間) 

凡  例 

：大臣管理区間 

※令和５年３月末時点 

凡 例(浸透による堤防の安全性)

対策済区間

安全性照査基準未満
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3.1.11 既設ダムの洪水調節効果 

温井ダムは、平成 14 年３月に、太田川水系で洪水調節機能を持つ初めて

のダムとして完成し、洪水時に太田川の水位低減効果を発揮しています。 

 

トピック：平成 30 年７月豪雨時の温井ダム洪水調節効果 

温井ダム上流域では流域平均雨量 256mm（７月５日５時～７月７日５時）となり、ダム

への最大流入量は約 480m3/s を記録しました。 

温井ダムでは防災操作を実施し、さらに太田川中・下流の被害低減を図るため特別防

災操作１）に切り替え、最大貯留時の流入量 415m3/s のうち、315m3/s を調節することで、

合計約１千万 m3の量の洪水を貯留しました。 

特別防災操作により広島市安佐北区安佐町飯室付近の水位を通常の防災操作で発揮さ

れる効果からさらに約 40cm 低減させる効果があったものと推定されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1.45 平成 30 年７月豪雨における温井ダムの洪水調節効果 

 
１） 特別防災操作とは、下流の被害を軽減するために貯留量を増やして容量を有効に活用する高度な操

作である。 

温井ダムの貯留状況 飯室付近における特別防災操作の効果 

通常時の水位 洪水時の水位 

温井ダム

最大貯留時の
流入量 約415m3/s

温
井
ダ
ム

最大流入時の
放流量

約100m3/s

最大貯留時に約315m3/sの水をダムに貯めました

今回の防災操作による最高水位 標高359.34m

今回の防災操作により約1千万m3の
水をダムに貯めました！

通常操作時の
貯留量 約71万m3

雨が降り始めた時の水位 標高350.30m

特別防災操作による
貯留量 約930万m3
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3.1.12 減災・危機管理対策 

(1)災害時の対応 

洪水時や地震時には、巡視及び点検により、河川管理施設や許可工作物の

異状を早期に発見し、被害の拡大を防止するため迅速な対応に努めています。

また、洪水時には排水樋門、排水機場等の河川管理施設を確実に操作して、

被害発生の未然防止、又は軽減に努

めています。 

さらに、堤防の決壊や越水、又は

内水氾濫による居住地側での浸水

被害が発生した時には、関係機関と

協力した水防活動と合わせて、排水

ポンプ車等を機動的に活用し、被害

の軽減に努める必要があります。し

かし、迅速かつ効率的な水防活動

を実施するための防災拠点等の

空間確保が課題となっています。 

 

(2)的確な避難のための取組 

防災・減災を図るためには、堤防整備等のハード対策に合わせ、ソフト対

策も実施していくことが必要です。太田川及び支川の大臣管理区間は、洪水

予報河川及び水防警報河川に指定されています。洪水予報は地域住民の避難

等につながる重要な情報であり、気象庁と共同して迅速に発表する必要があ

ります。また、水防警報は迅速に発令することで、円滑な水防活動が可能と

なり、災害の防止・軽減を図ることにつながります。 

また、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、水害による被害の軽減を図

るため、河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を洪水浸水想定区域と

して指定・公表しています。さらに、洪水浸水想定区域を含む市町では、洪

水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために避難場所等の必要な事項が記

載された洪水ハザードマップの作成・公表が義務付けられています。今後も、

ソフト対策として、沿川の市町が発令する避難勧告等の判断材料となる情報

の発信や円滑な避難行動をとるための洪水ハザードマップ等の作成・普及支

援を充実させる必要があります。平成 24 年４月からは、NHK 総合の「地上デ

ジタルデータ放送」にて、各県に河川水位等防災情報提供の放送を開始して

います。 

太田川河川事務所では、洪水時に住民の主体的な避難を促進するため、緊

急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信１）に取り組んでいます。 

また、危機管理体制の構築を図るうえで、雨量、水位及び流量等の河川情

報をより分かりやすく、かつ効率的に伝達することが重要です。さらに、地

 
１） プッシュ型配信とは、受信者側が要求しなくても発信者側から情報が配信される仕組みをいう。 

図 3.1.46 排水ポンプ車出動状況 

(平成 30 年７月豪雨：奥迫川排水機場) 
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域住民も参加した防災訓練により災害時のみならず、平常時からの防災意識

の向上を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.47 現状で想定最大規模の洪水が発生した場合に浸水するおそれがある範囲 

 「太田川水系太田川・天満川・旧太田川・元安川 浸水想定区域図」 
１．説明文 

（１） この図は、太田川水系太田川の洪水予報河川と天満川・旧太田川・元安川の水位周知河川について、水防法の

規定により指定された想定し得る最大規模の降雨による洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表

示した図面です。 

（２） この洪水浸水想定区域図は、指定時点の太田川・天満川・旧太田川・元安川の河道及び洪水調節施設の整備状

況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により太田川・天満川・旧太田川・元安川が氾濫した場合

の浸水の状況をシミュレーションにより予測したものです。 

（３） なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の（決壊による）氾濫、シミュレーションの前提とな

る降雨を超える規模の降雨による氾濫、雨水出水及び高潮による氾濫等を考慮していませんので、この洪水浸水

想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場

合があります。 

２．基本事項等 

（１）作成主体        国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所 

（２）公表年月日       令和２年３月３０日（太田川） 

               平成２９年４月１９日（天満川・旧太田川・元安川） 

（３）告示番号        国土交通省中国地方整備局告示第１７号（太田川） 

               国土交通省中国地方整備局告示第４５号（天満川・旧太田川・元安川） 

（４）根拠法令        水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 14 条第 1項 

（５）対象となる洪水予報河川 太田川水系太田川 

               左岸：山県郡安芸太田町宇野為１１３８番の２地先から海まで 

               右岸：山県郡安芸太田町宇野為１１３８番の２地先から海まで 

   対象となる水位周知河川 太田川水系天満川 

               左岸：旧太田川分派点から海まで 

               右岸：旧太田川分派点から海まで 

               太田川水系旧太田川 

               左岸：太田川分派点から海まで 

               右岸：太田川分派点から海まで 

               太田川水系元安川 

               左岸：旧太田川分派点から旧太田川の合流点まで 

               右岸：旧太田川分派点から旧太田川の合流点まで 

（６）算出の前提となる降雨  玖村地点上流域の２日間総雨量７６３ｍｍ 

（７）関係市         広島市、安芸太田町、府中町 
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3.2.河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持並びに河川環境に関する

現状と課題 

3.2.1 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

(1)水利用の現状 

太田川では、江の川水系の土師ダムからの分水も合わせ、発電用水、工業

用水、水道用水、農業用水等、広域的かつ多用途な水利用がなされています。 

農業用水は、約 3,100ha の農地でかんがいに利用されており、許可水利権

として最大約４m3/s の取水が行われています。 

また、水道用水は、広島市のほか、江田島市
え た じ ま し

等の瀬戸内海の島しょ部まで

広域的に配水されており、約 10m3/s の取水が行われています。太田川水系に

存在する唯一の多目的ダムである温井ダムは、水道用水を供給する役割も担

っています。 

さらに、水力発電用水として、発電ダムに貯留された水が、小水力発電も

含め 21 箇所の発電所で最大出力約 83 万 kW の発電に利用されています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

(令和４年３月末現在) 

 
 

表 3.2.2 太田川上流に設置されている主な発電専用ダムの諸元 

ダム名 立岩ダム 樽床ダム 王泊ダム 

完成年月 昭和 14 年８月 昭和 32 年 10 月 昭和 10 年７月 

目 的 発 電 発 電 発 電 

有効貯水容量 15,100 千 m3 17,500 千 m3 26,100 千 m3 

 
 

 取水量（m3/s） 

発電用水 516.2 

水道用水 10.0 

工業用水道 3.3 

農業用水 3.5 

その他 0.02 

合計 533.0 

 凡 例

：流域界
：送水管(上水道用水)
：送水管（工業用水）
：上水道供給区域

水道用水) 表 3.2.1 太田川水系における 
取水量の内訳 (単位：m3/s) 

図 3.2.1 太田川の流水の水道用水として
供給される区域 

※農業用水は許可水利権を基に作成 

※水道用水・工業用水は土師ダムの分水を含む 

水道供給区域 温井ダム 

安芸太田町 
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(2)流況 

流域の降水量は全国平均より多く、上流部では冬季の積雪も多いことから、

年間を通じて比較的豊富な水量に恵まれています。 

一方で、太田川水系河川整備基本方針で定められた流水の正常な機能を維

持するため必要な流量１)（基準地点矢口第１：概ね 15m3/s）に対して、現状

では流量を確保できていない年が発生しています。 

また、平成６年には、太田川水系で 98 日間の取水制限が実施されたことで、

広島市では 97 日にも及ぶ減圧給水が行われるなど、４市 21 町の約 155 万人

もの人々が影響を受けました。 

近年では、多目的ダムである温井ダムが平成 14 年に完成し、渇水時におい

ても温井ダムより流水の正常な機能の維持のための補給を行うことから、流

量は概ね安定的に確保されています。 
 

 

 

 

 

 

 

    ２) 

 

 

 

 

 

図 3.2.2 太田川 基準地点矢口第１における渇水流量の経年変化 

 

 
１) 流水の正常な機能を維持するため必要な流量とは、動植物の保護、漁業、景観、流水の清潔の保持等
を総合的に考慮して定める維持流量及び水利流量からなっている。 

２) 渇水流量とは、１年分の１日平均流量を多い順に並べて、355 番目の流量のこと。 
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(3)水利用の課題 

太田川の水は広域的かつ多目的に利用されており、ひとたび渇水や水質事

故等により太田川からの取水が制限されると、地域住民の方々の社会生活や

企業活動に重大な影響を及ぼすことが想定されます。 

また、水力発電は CO2を発生させないクリーンエネルギーですが、中上流部

の約 60km(太田川)の区間では、発電のために取水された川の水が導水管を通

り利用されるため、その間、河川の流量が少なくなる「減水区間」が発生し

ています。 

このため、関係機関との調整により流水の正常の機能を維持するための流

量の確保に努めています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.3 太田川における減水区間の範囲 
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3.2.2河川環境の現状と課題 

(1)自然環境の現状と課題 

太田川水系の河川空間は、多様な生物が生息・生育・繁殖する自然環境を

有しています。 

 

表 3.2.3 太田川水系の河川空間における重要な種１)の確認種数 

分類群 種数 

魚類 17 種 

鳥類 17 種 

哺乳類 5 種 

両生・爬虫類 8 種 

昆虫類 25 種 

底生動物 31 種 

植物 38 種 

（平成 28～令和 3 年度 河川水辺の国勢調査（現地調査）より） 

 

1)下流デルタ域 

河床勾配が 1/2,000 程度と非常に緩やかな扇状地が広がっており、大潮時

には最大で４m の干満差が発生します。 

市内派川の沿川は稠密
ちゅ うみ つ

に都市利用され、自然が非常に少ない状況にありま

すが、高潮堤防の整備に合わせ河岸緑地が整備されており、散策等の憩いの

場として多くの市民に利用されています。 

その一方で、干満差で現れる市内派川の河床は場所によっては有機泥が堆

積し、においや見た目など水辺を利用する上での支障となっているため、環

境の改善が必要です。 

また、河口を含めた沿岸域は、江戸時代以降干拓や埋立てにより平地が造

成されてきました。このため、かつて河口から沿岸域に広く形成されていた

干潟や藻場の面積が減少しています。 

このような状況の中で、太田川放水路は通水から 50 年が経過し、両岸に

多様な干潟や塩生湿地環境が創出されています。 

干潮時には河岸沿いに干潟が現れ、ハマサジ、フクド等の塩生植物の群落

が広島湾域で唯一まとまって形成されています。また、汽水域の上流側には

ヤマトシジミが、下流側にはアサリが生息しています。 
太田川では、緊急用河川敷道路の整備を行う場合には、多様な干潟・塩生

湿地環境に影響を与える可能性があります。 

 
１) 「文化財保護法」、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」、「環境省レッドリスト

2019」、「広島県の絶滅のおそれのある野生生物(第４版) レッドデータブックひろしま 2021」、「広島

市の生物－守りたい生命の営み－追補版」掲載種を対象としている。 
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そのため、干潟の機能等を検証するとともに、干潟の再生等の有効な環境

保全措置の検討が必要です。なお、治水上、掘削等を行う場合には、植物、

魚類等の多様な生息・生育・繁殖環境に与える影響への配慮が必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2)下流部 

河床勾配は 1/400～1/1,000 程度で、沿川は

平野が広がり、河口から約 15km の安芸大橋上

流付近までが感潮域となっています。 

また、早瀬や淵等が形成されており、なだら

かな浮き石状の瀬にはアユの産卵場が存在し、

ワンド状の止水、緩流部には、ミナミメダカ

やチュウガタスジシマドジョウ、スナヤツメ

南方種が生息しています。 

なお、治水上、掘削等を行う場合には、特に

アユの産卵場や植物・魚類等の多様な生息・生育・繁殖環境への配慮が必要

です。 

 

3)中流部 

河床勾配は 1/100～1/400 程度で、谷底平野で屈曲を繰り返しています。

沿川には、安芸太田町の加計や戸河内の市街地を除くと小集落が点在する程

度で、今なお人の生活と自然が調和する自然が残っています。 

大小の瀬・淵が多数存在する変化に富んだ河道が形成され、緩流域の水際

植生付近にはオヤニラミが生息しています。 
また、砂礫河原にカワラハハコが、洪水時に冠水する岩場にはキシツツジ

が生育しています。 

河口域に形成されたデルタ  

塩生植物群落                    シジミ採り 

河口に広がる干潟 

多様な生息・生育環境が残る下流部 

太
田
川 

根
谷
川 

三篠川 
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約76km

サツキマス

鱒溜ダム

太田川では、平成５年から「魚

ののぼりやすい川づくり推進モデ

ル事業」により、取水堰における

魚道の改築等を進めてきました。

その結果サツキマスが河口から

76km の地点にある鱒溜
ます だま り

ダム下流ま

で遡上していることが確認され、

河道の連続性の高い河川となって

います。 

なお、治水上、掘削等を行う場

合には、植物、魚類等の多様な生

息・生育・繁殖環境に与える影響

への配慮が必要です。 

 
 

4)支川三篠川 

河床勾配は 1/200～1/340 程度で、下流は平瀬が

続きますが、上流側は山間を流れ、屈曲を繰り返

しています。太田川下流域の代表的な支川です。

河川内にはタチヤナギ、キシツツジなどの樹木、

ツルヨシ、オギなどが生育しており、魚類はニホ

ンウナギ、ドジョウ、アカザ、ドンコなどが生息

しています。 

なお、治水上、掘削等を行う場合には、植物、

魚類等の多様な生息・生育・繁殖環境に与える影

響への配慮が必要です。 

 

 

 

図 3.2.4 太田川のサツキマスの遡上可能区間 

ドジョウ 

ツルヨシ 
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5)支川根谷川 

河床勾配は 1/150～1/400 程度で、河川内は平瀬

が多くなっており、沿川は住宅地となっています。

河川内には、ツルヨシが生育しており、ニホンウ

ナギ、アカザ、ミナミメダカ、カジカ、ドンコな

どの魚類や、特別天然記念物のオオサンショウウ

オがみられます。 
なお、治水上、掘削等を行う場合には、植物、

魚類等の多様な生息・生育・繁殖環境に与える影

響への配慮が必要です。 

 

 

 

 

6)支川滝山川 

河床勾配が 1/90 程度の渓流であり、温井ダムの

下流に位置し、沿川は山地となっています。河川

内には、ユキヤナギやシモツケ、キシツツジなど

が生育し、アユ、カジカ、カワヨシノボリなどの

魚類が生息しています。温井ダム完成から 18 年が

経過し、温井ダム下流では洪水による河川の攪乱
か く ら ん

頻度や上流からの供給土砂量が減少したことによ

り、河床材料が粗粒化しており、アユ等の魚類の

生息環境に影響を及ぼしています。このため、温

井ダムの下流において、アユ、カジカ等の生息環

境の改善の取組を行っており、効果の検証が必要

です。 

なお、治水上、掘削等を行う場合には、植物、

魚類等の多様な生息・生育・繁殖環境に与える影

響への配慮が必要です。 

ミナミメダカ 

カジカ 

アカザ 
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7)支川古川 

河床勾配は 1/900 程度で、多自然川づくりとし

てせせらぎ公園等の親水護岸が整備され、市街地

の中を緩やかに流れており、住民によく利用され

ています。河川内には、オオタチヤナギの樹林が

分布し、アユ、オイカワ、ヨシノボリ類などの魚

類が生息しています。また、地元団体によりホタ

ルの幼虫が放流されています。 

なお、治水上、掘削等を行う場合には、植物、

魚類等の多様な生息・生育・繁殖環境に与える影

響への配慮が必要です。 

 

8)外来種 

太田川には、外来種として、植物のオオキンケ

イギクやシナダレスズメガヤ、沈水植物のオオカ

ナダモ、魚類のブルーギルやタイリクバラタナゴ

などが確認されています。外来種により在来種が

駆逐され、生態系のバランスの崩壊などの悪影響

を与えることが懸念されます。 

 

古川 多自然川づくり 

オオキンケイギク 
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9)物質循環 

生物のエネルギー源や構成体とし

て必要な栄養塩１)は、森林地等から流

出し河川を通じて海域へ流れ、下流デ

ルタ域のシジミ、広島湾のカキをはじ

めとする生物を育んでおり、森・川・

海のそれぞれの機能の維持が求めら

れています。 

太田川河川事務所では、太田川から広島湾へ供給される栄養塩の量を把握

するため、ケイ酸等の測定を行っています。 

川は、森と海を結ぶ回廊という役割を有しており、流域の良好な環境を保

つため、健全な物質循環を確保する必要があります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
１) 栄養塩とは、植物プランクトン等の栄養となるケイ酸塩、リン酸塩、硝酸塩、亜硝酸塩などのこと。 
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図 3.2.5 太田川水系におけるケイ酸の測定地点と測定結果 

ケイ酸測定結果 
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(2)水質の現状と課題 

1)環境基準類型指定状況 

太田川水系の環境基準１)の水域類型指定２)の状況を見ると、太田川放水路

は B 類型３)、太田川下流部と中流部は A 類型３)、大臣管理区間の市内派川は

A 類型３)に指定されています。また、支川は、古川下流が B 類型３)、三篠川

は A 類型３)、根谷川下流は B 類型３)に指定されています。また、湖沼の指定

状況では、温井ダム貯水池(龍姫湖)が A 類型３)及びⅡ類型３)４)に指定されて

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3.2.6 太田川水系の大臣管理区間における環境基準の水域類型指定 

 

 
１) 水質汚濁に係る環境基準とは、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ま

しい基準のこと。 
２) 水域類型指定とは、環境基準で定めた類型を水域で指定すること。二以上の類型を設け、かつ、そ

れぞれの類型を当てはめる水域を指定すべきものとして定められる場合には、政府は、政令で定める

ところにより、その地域又は水域の指定の権限を都道府県知事に委任することができる。 
３) 河川の類型指定では、AA 類型:BOD1.0mg/l 以下、A 類型:BOD2.0mg/l 以下、B 類型:BOD3.0mg/l 以下。

湖沼の類型指定では、A 類型:COD3.0mg/l 以下、Ⅱ類型:全窒素 0.2mg/l 以下・全隣 0.01mg/l 以下。 
４) 全窒素の項目の基準値を除く。 

注)環境基準の水域類型指定については、太田川水系の大臣管理区間のみを記載しています。 
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表 3.2.4 太田川水系の大臣管理区間における環境基準の水域類型指定(河川) 

水 域 名 水  域  の  範  囲 
類
型 

達成 
期間 

環境基準点 指定年月日 

太田川下流 䬹園水門より下流 B イ 旭橋 昭和 45.9. 1 指定 

太田川上流 行森川合流点より䬹園水門まで A イ 戸坂上水道取水口 昭和 45.9. 1 指定 

太田川上流(二) 明神橋から行森川合流点まで A イ 

柴木川下流 
加計 

高山川下流 
壬辰橋 

昭和 50.6.13 指定 

天満川 全域 A イ 昭和大橋 昭和 45.9. 1 指定 

旧太田川 全域 A イ 舟入橋 昭和 45.9. 1 指定 

元安川 全域 A イ 南大橋 昭和 45.9. 1 指定 

古川下流 安川合流点より下流 B ハ 東原 昭和 50.6.13 指定 

三篠川 全域 A イ 深川橋 昭和 50.6.13 指定 

根谷川下流 代田一合橋より下流 B ロ 根の谷橋 昭和 50.6.13 指定 

滝山川 
温井ダム貯水池の水域に係る部
分を除く全域 

A イ 滝山川河口 
昭和 50.6.13 指定 
平成 18.3.2 変更 

※) 達成期間の分類は次のとおりである。 

イ:直ちに達成、ロ:５年以内で可及的すみやかに達成、ハ:５年を越える期間で可及的すみやかに達成 

 

 

 

水 域 名 類型 達成期間 指定年月日 

温井ダム貯水池(龍姫湖)(全域) 
A イ 

平成 18.3.2 指定 
Ⅱ イ 

※) 達成期間の「イ」は「直ちに達成」を示す。 

１) 
 
 

 
１) 全窒素の項目の基準値を除く。 

表 3.2.5 太田川水系の大臣管理区間における環境基準の水域類型指定(湖沼)1) 
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2)水質の現状と課題 

太田川水系の大臣管理区間においては、公共用水域等の水質調査として

16 地点で水質観測を行っています。BOD 75%値１)については、平成 10 年頃ま

では一部の地点で環境基準値を上回ることもありましたが、近年ではいずれ

の地点でも環境基準を満足し、概ね良好な水質が保持されています。 

また、下流部の䬹園水門から可部にかけての太田川の水は、環境省が選定

する「名水百選」に選定されています。今後も、現在の良好な水質を維持す

る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3.2.7 太田川水系における主な地点における水質の経年変化状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
１)  BOD とは Biochemical Oxygen Demand の頭文字をとったもので、日本語では「生物化学的酸素要求

量」という。これは、水中の有機物が微生物によって分解されるときに消費される酸素の量で表され、

数字が小さいほど水質が良いとされている。また、75%値とは、年間観測データを良い方から並べて、

上から 75%目の数字のこと。 
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Ｂ類型 環境基準値：3mg/l以下
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A類型 環境基準値：2mg/l以下
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また、河川の水質を多様な視点から総合的に評価するため「人と河川の豊か

なふれあいの確保」や「豊かな生態系の確保」、「利用しやすい水質の確保」の

視点から設けられた新しい水質指標について、地域の方々と協働で調査を実施

しています。 

この調査には、人の感覚による測定項目として、ゴミの量、透視度、川底の

感触、水の臭いの調査が含まれており、現地で体感・評価できるものとなって

います。 

令和元年に太田川水系で実施した調査結果では、概ね良好な結果が得られて

います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.8 太田川水系における「新しい水質指標」の調査結果例 
                     （矢口川上流地点：令和元年） 

 

 

 

 

 

 

 

注)多角形が大きいほど良好な水質であることを示します。 

 

図 3.2.9 調査項目と評価レベルの標記例 
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(3)河川利用の現状と課題 

太田川の河川空間は、多様な自然環境や河川敷のオープンスペース、ダム

湖周辺を活用して、様々な目的で利用されています。 
 

1)下流デルタ域 

下流デルタ域は、市街地面積に占め

る水面の比率が全国屈指の高さであ

り、そのため、広島市は「水の都」と

呼ばれています。 

市内派川沿いにある原爆ドームや

平和記念公園周辺は、国際平和都市

「広島」を象徴する空間であり、原爆

ドームが国の史跡及び世界遺産に、平

和記念公園が国の名勝に指定され、世

界中から多くの人々が訪れる場所と

なっています。 

また、市内派川は都市の中に貴重なオープンスペースを提供しており、一連

に整備された河岸緑地は散策や通勤、通学に利用され、市民の貴重な憩いの空

間となっています。 

水の都として魅力的な都市づくりを進めていくための”よりどころ”と

して、市民と行政(国・県・市)の協働により平成２年に「水の都ひろしま」

整備構想、平成 15 年に｢水の都ひろしま｣構想が策定されました。 

水の都ひろしまの実現に向けて、河川管理者（国・県）や広島市だけでな

く、利用者である市民や企業等が協働して取組を行うため、平成 14 年に市

民、企業・観光関係者、学識

経験者、行政（国・県・市）

で構成する「水の都ひろしま

推進協議会」が設立されまし

た。取組の方針や社会実験の

枠組みを協議・決定しており、

「水の都ひろしま」推進計画

（第１次）（平成 15 年）に基

づき様々な取組が行われています。河川管理者においてもこれを踏まえ、水

辺の整備を推進しています。 

なかでも、快適な都市の水辺空間の創出を目的として元安川に整備された

河岸(原爆ドーム対岸の親水テラス)では、「水辺のコンサート」や「灯ろう

流し」等が催され、多くの市民に活用されています。 

また、平和記念公園の来訪者や市民の憩いの場、交流の場、さらに、潤い

と安らぎを感じる風景となるよう、質の高い水辺の空間を創出するため、河

【「水の都ひろしま」構想の目的と基本方針】

～目 的～ 

 ①水辺などにおける都市の楽しみ方の創出 

②都市観光の主要な舞台づくり 

③「水の都ひろしま」にふさわしい個性と魅力ある風景づくり

～基本方針～ 

☆つかう(市民による水辺の活用) 

☆つくる(水辺空間の整備とまちづくりとの一体化) 

☆つなぐ(水辺のネットワークと水の都の仕組みづくり) 

灯ろう流し 

下流デルタ域中心部の様子 

灯ろう流し 
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川敷占用の規制緩和の特例措置を活用し、元安川「水辺のオープンカフェ(独

立店舗型)」の取組を平成 20 年度から行っています。 

平成 26 年３月には、第１次計画の期間満了に伴い、平成 26 年度から概ね

10 年間を計画期間とする「水の都ひろしま」推進計画（第２次）が策定さ

れましたが、最近の外国人観光客数の増加、舟運の活性化などの計画を取り

巻く状況の変化を踏まえ、平成 31 年に水辺とまちをつなぐネットワークづ

くりの強化、情報発信の強化などの観点から計画が見直されました。今後、

河川管理者としても、さらなる水辺空間の整備が求められています。 
その一方で、下流デルタ域は干満の影響を受けやすく、河川の流速が遅い

ことなどから、干満差で現れる市内派川の河床は場所によっては有機泥が堆

積し、においや見た目など水辺を利用する上での支障となっています。 
また、不法係留船による流水の阻害や景観阻害などの問題も懸念されます。 
そのほか、汽水域や干潟では、ハゼ釣りやシジミ・アサリ採りが行われて

います。 
 
 
 
 
 
 
 

 
2)下流部 

下流部は、高水敷がサッカー、野球、グランドゴルフ等のスポーツやレク

リエーション空間として多くの人に利用されています。また、アユをはじめ

とする魚釣りも行われています。 
 

3)中流部 

中流部では、アユをはじめとする魚釣りや河 

原での水遊び等が行われています。 

また、滝山川では平成 14 年に完成した温井

ダムの「龍姫湖まつり」や洪水貯留準備水位１）

への移行時における放流等が行われ、新たな

観光資源として地域の活力向上等に寄与して

います。 

また、中流部には、中国自動車道戸河内 IC や加計スマート IC 等が整備さ

れており、遠方からの来訪者も含め多くの方が水辺を利用しています。 

 
１) 洪水貯留準備水位とは、洪水の発生する可能性が高い時期（主に夏期）において、ダムの貯水位を

下げることによって洪水調節容量を増やす操作を行うが、その時に維持する水位のことを指す。 

温井ダムの放流 

元安川の河岸利用 旧太田川の河岸利用 北大橋左岸のアンダーパス 
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一方、水際部に雑草、樹木等が繁茂しており、利用にあたり危険性も高い

ため、河川利用の安全性を向上させることが必要です。 

 

4)支川古川 

古川では、昭和 49 年に多自然川づくりを全国に先駆けて実施し、都市部

における多様な自然河川空間を創出しています。 

古川の河川整備にあたっては、「古川の川づくり」として、地域住民の方々

と行政が意見交換をしながら空間整備を行っています。 
ホタルの復活を合い言葉に、都市部において子ども達が自然の水辺にふれ

あえる河川空間を創出することを目的に整備された「古川せせらぎ公園」を

中心に、地域住民の方々が主体となった清掃、イベント活動が行われるなど、

河川愛護活動も盛んです。 
このように河川利用が盛んな古川ですが、近年の局地的豪雨により急な増

水が発生しており、急な増水による水難事故を防止するための取組が必要で

す。 
また、散策等の利用者が多く、日常的な利用における利用者の安全を確保

する必要があります。 
 

 
43.43 mm 
 
 

 

 

 

5)環境教育 

川は、「感性・知識・行動力」を育む空間

として子どもたちにとって魅力あるフィー

ルドであり、貴重な自然体験の場です。 

また、川は古くから人々の暮らしに密接に

係わっており、地域の歴史、文化が学べる場

でもあります。 

太田川においては、「かこがわ水辺の楽校

（三篠川）」（平成 19 年度完成）等の水辺

の楽校が整備されています。 

また、「町ぐるみで集い、ふれあい、育つ川」をテーマに「ふるさとの川

整備事業」として、滝山川で水辺とのふれあい空間を整備し（平成 19 年度

完成）、子どもたちが安心して活動できる自然体験の場を提供しています。 

せせらぎの夕べ 地域住民による河川清掃 古川での川遊び 

水生生物調査の様子 
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6)舟運の適正利用 

下流デルタ域を流れる市内派川は、江戸時代から舟運が盛んで、物資輸送

が盛んに行われていました。 
現在、モータリゼーションの発達により、舟による物資の輸送は行われて 

いませんが、水上タクシーや遊覧船等の運航が行われており、水上交通のネ

ットワークづくりが行われています。 
地域や観光で訪れた多くの方々がこれらを利用しており、適正な利用によ

り水上の安全を確保することが必要です。 
 
(4)景観の現状と課題 

下流デルタ域を流れる市内派川は、江戸時代の舟運が盛んだった当時をし

のばせる雁木や常夜灯の土台石等、歴史的構造物が数多く存在しています。 

市内中心部の基
も と

町
ま ち

地区(元安川)には、平和記念都市広島を象徴する原爆ド

ームや平和記念公園があり、これらの施設の上流には基町環境護岸が整備さ

れています。昭和 54 年から昭和 58 年にかけて整備された基町環境護岸は都

市と河川の景観の調和を考慮した先駆的事例です。 

また、可部市街地から上流の中流部では西中国山地の山あいを屈曲を繰り

返しながら流れる太田川と、狭隘
きょ うあ い

な谷底平野で静かにたたずむ集落と玉石に

よる石垣の景観が豊かな自然景観や田園景観を形成しています。 

太田川は多様な景観を有しており、地域特性に応じた景観を維持、形成し

ていく必要があります。 

かこがわ水辺の楽校の様子 滝山川の整備状況 
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原爆ドームと 
平和記念公園(下流デルタ域) 

基町環境護岸（下流デルタ域） 

山間狭隘部に点在する集落(中上流部) 太田川中上流部で見られる玉石を用いた石垣 
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3.3維持管理に関する現状と課題 

河川は日々その状態を変化させていることから、太田川及び支川の大臣管理

区間においては巡視や点検、測量、様々な調査等により、日常から河川管理施

設や河道状況の把握に努め、計画的な維持管理を実施しています。 

河川の維持管理に関しては、災害発生の防止又は軽減、河川の適正な利用、

流水の正常な機能の維持及び河川環境の整備と保全の観点から、河川の有する

多様な機能を十分に発揮できるよう河川や地域の特性を反映した維持管理に係

る計画を定め、適切な維持管理を行う必要があります。 

太田川においては、維持管理を行う上で以下の２つの事項が重要であるとと

もに、今後の大きな課題であると考えています。 

①太田川は、昭和７年から直轄改修事業に着手し、それ以降、堤防整備等の

事業を進めてきました。そのため、建設から長期間が経過し、老朽化した

河川管理施設が数多く存在し、今後その維持補修費の増大が見込まれるた

め、予防的な維持補修の検討が必要であり、ライフサイクルコストの縮減

を含めた施設の長寿命化が重要な課題です。 

②今後の河川管理は、「治水と環境の調和」を基本とし、川の営みを活かした

河道管理が重要であり、太田川においても、河川整備実施後に土砂の再堆

積や樹木伐開後の再繁茂が生じにくい河道を形成することが必要です。こ

のため、必要なモニタリング等を実施し、そこで得られた知見を今後の河

川整備に活かしていくことが重要な課題です。 
 

(1)河川管理施設の老朽化・操作等 

太田川においては、設置から長期間

を経過した水門や樋門等が多く存在

し、今後、これらの施設数の増加が

見込まれているため、構造物の老朽

化対策が大きな課題となってきます。

近年では集中豪雨等による急激な水

位上昇の発生があること、また、社

会情勢の変化や流域住民の高齢化に

より樋門操作員の確保が困難になり

つつあるとともに樋門操作に関する

技術の伝承も必要です。 
構造物については、その機能を適切

に発揮させるため、日常から各施設

の状況を的確に把握し効果的・効率

的な維持補修に努め、施設の長寿命

化を図るとともに、その機能を適切

に維持する必要があります。 

0
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10年未満 10年以上
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20年以上

～30年未満

30年以上
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施設数

図 3.3.1 河川管理施設(水門、樋門等)設置後の

経過年数(太田川：大臣管理区間) 

令和５年３月末時点 

全体の約 6 割 
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表 3.3.1 高瀬堰・嚅園水門・大芝水門・温井ダムの諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 3.3.2  大臣管理区間における河川管理施設の施設数(令和５年３月末現在) 

施設名 堰 排水機場 水門 
排水樋門 
取水樋門 

その他 ダ ム 

箇所数 3 3 3 234 2 1 

 *)堰（䬹園水門、大芝水門、高瀬堰）、排水機場（戸坂、矢口川、奥迫川）、水門（八幡川、矢口川、

友竹川）、その他（江波１号陸閘門、江波２号陸閘門）、ダム（温井ダム）、排水門・取水門の数は

「太田川維持管理計画」による 

 

 
1)大芝水門、嚅園水門等の大規模構造物の老朽化 

大芝水門、䬹園水門は完成から 50 年以上が経過し老朽化が進むとともに、

潮位変動の影響をうける䬹園水門では、扉体内部の発錆や腐食の拡大が確認

されています。 

これらの状態に対して、施設の機能を適切に発揮させるために、日常の点

検による適切な施設の状態の監視と、点検結果による装置・設備等の信頼性

の評価を実施し、予防的かつ計画的な維持補修を行っていく必要があります。 

一方で大芝水門、䬹園水門は、適切な分派機能の確保、大規模地震（レベ

ル２地震動）発生時における施設機能の維持を目的とした施設の改築も必要

となります。 

現状の大芝水門、䬹園水門の施設機能の維持を図るための維持補修にあた

っては、これらの改築時期との調整を図りつつ、維持補修が必要な装置・機

器等が設備全体機能に及ぼす影響度等の特性を把握し、必要最小限の対策に

よって、ライフサイクルコストの縮減及び施設の長寿命化を図っていくこと

が必要です。 
 
 

諸　元

堰上高
(m)

固定部
(m)

可動部
敷高
(TPm)

ゲート
型式

高 瀬 堰 国
洪水の安全な流下・
利水・発電放流水の
逆調整

5.50 なし
43m×6門
10m×1門

8.15
鋼製ローラー
ゲート

䬹園水門 国 分水 3.10 143.70 32m×3門 0.00
鋼製ローラー
ゲート

大芝水門 国 分水 3.60 92.80
13.33m
×3門

-0.50
鋼製ローラー
ゲート

諸　元

型式
堤高
(m)

堤頂長
(m)

堤体積

(m3)

非越流部標高
(ELm)

温井ダム 国
洪水調節・上水道
用水の供給・河川環
境の保全・発電

ｱｰﾁ式ｺﾝ
ｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

156.0 382.0 約810,000 385.0

施設名

施設名

管理者 目的

管理者 目的
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2)太田川放水路及び市内派川の堤防の空洞化 

太田川放水路の堤防・護岸は、昭和 30 年代に施工され、すでに 50 年以上

が経過しています。 

これらの堤防等は、常時、潮位変動の影響を受け、護岸裏の盛土材の吸い

出し等により護岸の空洞化が確認されています。 

また、市内派川の高潮堤防についても、同様に空洞化が確認されています。 

このため、堤防や護岸に変状が確認された場合には、早期に必要な維持、

補修を行っています。また、経年的な劣化が生じる可能性がある施設の増大

にともなう維持管理コストを軽減させるため、平成 13 年より、施設の健全

度を評価する照査を実施しています。 

照査の結果、約１割にあたる 2.0km で、空洞化に対する対策が必要なこと

が判明したため、平成 21 年から空洞化対策を実施し、平成 24 年に完了しま

した。 

今後も引き続き河川巡視及び堤防点検等を行い、早期の発見、対策を行う

ことが必要です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2)川の営みを活かした持続可能な河道管理 

太田川は、過去、砂礫を主体とした河原の河川環境及び景観を有していま

したが、流況の平準化やみお筋の固定化等により、河道内に多くの樹木群が

繁茂しています。これらの河道内の樹木群は、現在、鳥類をはじめとした様々

な生物の生息・生育・繁殖環境も提供していますが、河川内にその生活環境

を求めなくても生活史を支えることが可能だと考えられる生物も確認されて

います。 
また、河道内の樹木は、洪水時の水位伝播を遅らせることで洪水のピーク

流量を低減させる効果や、河岸の流速を弱め堤防や河岸の防護に寄与するこ

とがありますが、その一方で、洪水時には水位の上昇や流木の発生原因とな

ります。 
特に、高瀬堰の下流では、繁茂した樹木が洪水の抵抗となり、流速が低減

することで土砂の堆積、みお筋の固定化が進み、樹林化が一層進行し、流下

能力を低下させています。 

空洞化による天端の陥没(市内派川) 空洞化対策実施後(市内派川) 
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さらに、河道内に繁茂した樹木は洪水時に流出し、橋脚等に集積すること

で水位上昇を生じさせ、浸水被害を拡大させるおそれがあります。 
そのため、樹木の繁茂と伐採を繰り返すこれまでの河道管理を見直し、「治

水と環境の調和」を図り、川の営みを活かした持続可能な河道管理を行う必

要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3)河川管理施設等の維持管理 

1)河川管理施設の点検、モニタリング、維持補修 

堤防は、過去から洪水等の度に拡築、かさ上げ等を繰り返し築造された内

部が不明確な構造物です。 
下流部の堤防は、過去に堤体や基礎地盤等からの漏水や法すべり等が発生

しています。 
また、中流部では、河床勾配が急なため出水時の流速が速いことから、洗

掘により護岸の崩壊が生じやすい状況にあります。 
このようなことから、適切な頻度で堤防除草を実施するとともに、洪水時

はもとより日常の河川巡視の実施や出水期前及び出水後の堤防点検等により

堤防の変状を的確に把握し、必要に応じて適切な維持修繕を行うことが重要

です。 
 

河道内樹木の変化 

◎11K 

◎12K 
樹木群 

河道内の樹林化が進行 

樹木群 

樹木群 

平成12年 航空写真 

12K◎ 

11K◎ 
太田川 

昭和46年 航空写真 

◎11K  

河道内の樹木群が少ない 

◎12K 

12K◎ 

11K◎ 
太田川 
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2)水質事故対策 
事故やテロ等による河川やダム等の貯水池への汚濁物質の混入等、突発的

に発生する水質事故に対処するため、日常の河川やダム等の貯水池の巡視等

により水質事故に係わる汚濁源情報の迅速な把握に努めるとともに、「太田川

水質汚濁防止連絡協議会」による情報連絡体制の徹底に努める必要がありま

す。 

 

3)河川環境に関する調査 

太田川水系の多様な河川環境を保全するため、日常からの巡視や河川及び

ダムでの「河川水辺の国勢調査」に加えて、水生生物調査や高瀬堰等での魚

道調査の実施等により生物の生息・生育・繁殖状況や河川空間の利用状況を

調査し、河川管理に活用しています。 
今後も太田川の特性に応じた維持管理を行うため、環境を調査し、調査結

果を有効に活用する必要があります。 
 

(4)土砂動態の把握 

広島の中心市街地を流れる市内派川の流量は、大芝水門及び䬹園水門により

制御されていますが、分派地点では複雑な流れによる河床変動が洪水時の分派

量に影響を与えるとともに、局所的な洗掘により河川管理施設の損壊が発生す

るおそれがあります。 
また、現状では支障はないものの、今後の洪水等により、ダム・堰の貯水池

内への異常な土砂流入が発生した場合には、土砂の堆積により貯水容量の減少

等が生じるおそれもあることから、河道内や貯水池内の土砂動態を継続的に把

握しておく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大芝水門 

嚅園水門 分派地点の土砂堆積状況 

土砂堆積 
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(5)河川空間の適正な利活用のための管理 

1)不法係留船 

洪水時に船舶が流出して橋梁に塞き止められた場合には、水位上昇を引き

起こし氾濫被害をもたらすおそれがあるとともに、船舶が橋梁や護岸等に衝

突した場合には、これらの施設が損傷するおそれがあります。 
また、船舶の沈没、破損等が油流出による水質事故の原因となり、河川の

水面清掃の妨げや水上交通の航行上の支障となるなど、多くの問題が生じま

す。さらに、無秩序な係留による景観阻害が懸念されています。 
そのため、治水上の問題や水辺を含む周辺景観等に配慮し、必要性の高い

区域から順次「重点的撤去区域」に指定して、不法係留の防止に取り組んで

います。 
係留船の数が減少しているものの、現在でも不法係留船が河川内に係留さ

れており、引き続き、不法係留の抑制、撤去等の対応が必要です。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3.2 不法係留船の重点的撤去区域 

 

橋脚に引っ掛かったプレジャーボート 昇降梯子による河川護岸の損傷(元安川) 

嚅園水門 
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2)不法投棄 

廃棄物の不法投棄は、河川の自然破壊や景観悪化にもつながるほか、洪水

時に下流へ流出し、海浜環境にも影響を及ぼす可能性があります。 

毎年、７月の「河川愛護月間」には、多数の地域住民の方々が参加する河

川清掃イベント「クリーン太田川」が開催され、多くのごみが収集されてい

ます。 
しかし、人目に付きにくい橋梁の下等において、廃棄物の不法投棄が絶え

ないため、引き続き清掃や啓発活動を行う必要があります。 
 

(6)地域との連携 

太田川は、地域のかけがえのない財産として今後もより多くの人々に親し

まれるために、河川管理者、関係機関、市民団体、地域住民の方々等が、そ

れぞれの役割を十分理解しつつ互いに連携し、さらには協働しながら、安全・

安心で魅力あふれる川づくりが行えるよう取り組む必要があります。 

連携と協働を実現するためには、治水、利水、環境に関する情報を地域と

共有化することが重要です。 

河川の持つ治水、利水、環境それぞれの機能は、河川管理者のみによって

提供されるものではなく、地域住民の方々の行動が加わることではじめて十

分な機能が発揮されるものです。 

治水については、被害を最小限にくい止めるためには堤防等の施設整備を

行うだけでは十分ではなく、災害を未然に防ぐための円滑な水防活動、住民

の方々の安全な避難行動が執られるよう、地域と連携したソフト対策が必要

です。また、より迅速かつ効率的な水防活動を実施するための空間確保など、

水防拠点等の整備が必要となっています。 

利水については、地域の方々に太田川の

水利用について関心を持っていただくこと

が必要です。 

河川環境については、太田川水系の歴史

や文化、自然の豊かさを、将来を担う子ど

もたちに伝える必要があります。 

また、「水の都」と称される良好な水辺

景観を有している下流デルタ域においては、

国、広島県、広島市、市民の協働により「水

の都ひろしま」整備構想が平成２年３月に、

「水の都ひろしま」構想が平成15年１月に

策定されており、この推進計画（第１次：

平成15年10月策定、平成21年３月改定、第

２次：平成26年３月策定、平成31年３月改

定）に基づき、近年では水辺の賑わい創出

のため、都市・地域再生等利用区域の指定
元安川オープンカフェ 

京橋川オープンカフェ 
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による占用許可による水辺のオープンカフェの取組を行っています。平成30

年には、全国で進められている「かわまちづくり１）」の中から、先進的な取

組を讃える「かわまち大賞」が創設され、同年12月に元安川及び京橋川にお

ける「水辺のオープンカフェ」が創設後初めての大賞に認定されました。 

また、市内派川では、「水の都ひろしま」推進計画（第２次）改定計画で掲

げられている、～「水の都」にふさわしい空間づくり～をテーマとして、水

辺の整備や産学官連携による太田川の底質改善に関する取組を行っています。 

「水の都ひろしま」にふさわしい川づくりのため、より一層、水とふれあ

い、賑わいをもたらすべく、地域住民の方々等の活動を行政が側面から支援

することが期待されています。 

また、古川では、地元住民の方々により古川せせらぎ公園の清掃活動等が

実施されています。さらに、毎年７月の「河川愛護月間」には、太田川流域

一円で多くの地域住民の方々が参加して河川清掃を行う「クリーン太田川」

も実施されるとともに、樹木管理においては、公募による樹木伐開等が行わ

れています。 

このような、水とふれあい、賑わいをもたらす活動や河川愛護の輪を広げ、

今後も、さらに地域との連携と協働の体制強化、河川協力団体との連携等を

推進し、地域住民の方々の要望や意見を踏まえながら河川整備等に取り組み、

積極的な対応に努める必要があります。 

また、太田川水系では、これまで幾度も水害が発生し、近年にも大きな被

害を受けています。 

本計画に基づき河川整備を着実に進め、治水安全度の向上を図ることとし

ていますが、河川整備には長い年月を要するため、その間に整備水準を超え

る規模の洪水が発生する可能性があります。 

また、地球温暖化による気候変動の影響で洪水外力等の増大も懸念されま

す。 

さらに、高齢化の進行に伴い要配慮者の増加、避難に要する時間の長期化

も懸念されています。 

今後、河川整備とあわせ、洪水被害の最小化に向け、地域づくりと一体と

なった治水対策に取り組む必要があります。 
 

 
１）かわまちづくりとは、地域が持つ「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、地域活性化や観

光振興などを目的に、市町村や民間事業者、地域住民等と河川管理者が各々の取組を連携することによ

り「河川空間」と「まち空間」が融合した良好な空間を形成し、河川空間を活かして地域の賑わい創出

を目指す取組をいう。 
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